
音楽科（中）　第２学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「言葉の抑揚を生かして，創作表現を工夫しよう」
	リズム，旋律を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，まとまりのある創作表現としてどのように表すかについて思いや意図を持つ。
	　（　１　/　２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　本題材の見通しを持つ。

２　音符，休符について確認する。　
	・ふだん使っている言葉の抑揚やリズムを生かして旋律をつくることを知らせ，旋律創作の面白さに気付かせる。
・音符や休符の長さの割合を確認させる。
	
	　

	展
開
	３　言葉の抑揚と音高との関わりについて確認する。
　・言葉の抑揚やリズムをワークシートに記入する。
４　音のつながり方や民謡音階の特徴について確認する。
　・俳句から感じ取ったイメージを旋律で表現するために，音のつながり方や民謡音階の特徴をどのように生かしたらよいかを個人で考えてまとめ，ワークシートに記入する。
５　創意工夫を生かして旋律をつくる。
　・表したいイメージを旋律で表現するために，音のつながり方や民謡音階の特徴をどのように生かしたらよいか考え，それを基にまとまりを意識して個人で４小節の旋律をつくり，ワークシートに記入する。
	・言葉を発音しながら，抑揚に合わせて手を上下に動かす活動を取り入れさせる。また，記譜の仕方を確認する。
・音のつながり方や民謡音階を音源などで確認しながら，特徴を知覚・感受できるようにする。
・知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，まとまりのある創作表現としてどのように表すかについて思いや意図を持つ。

・生徒が情景をイメージしやすいように，内容について適宜補足する。
・音で確認できるように，歌ったり楽器で演奏させる活動を取り入れる。
・創意工夫を生かして自由につくるように伝える。
	【思】リズム，旋律を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，まとまりのある創作表現としてどのように表すかについて思いや意図を持っている。［観察，ワークシート］
	②１人１台端末を活用し，演奏を録音（録画）して振り返りに生かすようにする。







	まとめ
	[bookmark: _GoBack]６　自分のつくった旋律を演奏して確認する。

	・自分が感じ取ったイメージを表現するために，どのように表現を工夫するか確認させる。
・次時の活動を確認し，見通しを持たせる。
	　
	　



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

